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本
日
は
大
阪
市
の
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ

ン
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
や
担
当
者
と
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、

今
後
の
展
望
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

大
阪
市
で
は
、
２
０
０
５
年
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
簡
易
な
手
続
き
が
で
き
る
電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
大
き

な
転
換
点
と
な
っ
た
の
が
、
橋
本
徹
市
長
の

就
任
（
11
年
12
月
）
で
す
。
新
市
長
の
指
示

で
全
庁
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
検
討
す
る
こ
と

と
な
り
、
15
年
に
は
基
本
方
針
『
大
阪
市
Ｉ

Ｃ
Ｔ
戦
略
（
第
１
版
）』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
従
来
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
“
守
り
”
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
の
改
革
に
つ
な
げ
る

“
攻
め
”
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

進
め
る
た
め
、
16
年
に
市
長
直
轄
の
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
戦
略
室
」
を
発
足
す
る
と
と
も
に
、
市
長

を
ト
ッ
プ
と
し
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
本
部
」
を

設
置
。
18
年
５
月
に
は
、『
大
阪
市
行
政
手

続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
推
進
計
画
』
を
策
定
し
、

現
在
に
つ
な
が
る
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン

化
推
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
行
政
手
続
き
を

オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
の
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム

の
機
能
要
件
整
理
と
、
推
進
に
向
け
た
阻
害

要
因
の
洗
い
出
し
で
し
た
。
こ
こ
で
全
て
の

手
続
き
を
棚
卸
し
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
庁

的
な
意
識
共
有
を
図
る
た
め
市
長
か
ら
方
針

や
優
先
基
準
を
示
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
室
か
ら
制
度
所
管
に
具
体
的
な

実
現
イ
メ
ー
ジ
を
提
案
す
る
な
ど
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
両
面
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

 ■

現
在
の
取
り
組
み
状
況

　

そ
し
て
、
20
年
８
月
に
従
来
の
電
子
申

請
・
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を

刷
新
し
、
新
た
に
「
大
阪
市
行
政
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
」
を
稼
働
し
ま
し
た
。
現
在
、

こ
れ
を
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、「
感
染
拡
大
防
止
に
向
け

た
営
業
時
間
短
縮
協
力
金
」で
、最
大
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
申
請
か
ら
協
力
金
の
支
払
い
ま
で

い
か
に
短
時
間
で
実
現
で
き
る
か
で
し
た
。

そ
こ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
原
則
と
し
て
、

申
請
か
ら
審
査
フ
ロ
ー
ま
で
の
仕
組
み
を
確

立
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
20
年
度
に
は
約

４
万
７
，
０
０
０
件
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

受
け
付
け
ま
し
た
。
こ
の
緊
急
事
態
へ
迅
速

に
対
応
で
き
た
こ
と
で
、
利
用
者
（
市
民
や

事
業
者
）
に
大
阪
市
行
政
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

「TASKクラウドフェア2021オンライン」（7月26日～8月31日）の特別講演で
大阪市ICT戦略室の小西来呼氏にご登壇いただいた。
担当者の視点で語られる推進の意義や全職員を巻き込む工夫などが反響を呼び
公開終了後も問い合わせが多数寄せられている。そこで、ここに講演要旨を紹介する。

【講師】
大阪市ICT戦略室企画担当（デジタル化推進グループ）

担当係長　小西来呼氏
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テ
ム
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
の
に
加
え
、
職

員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
必
要
性
を
意
識
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
が
「
保
育
所
等
の
利
用
申
し
込

み
」
で
す
。
大
阪
市
で
は
保
育
所
等
の
利
用

希
望
者
に
対
し
て
受
付
・
面
接
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
、
12
区
で
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
を
受
け
付
け
た
と
こ
ろ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
が
申
し
込
み
全
体
の
約
８
割
を
占
め
ま
し

た
。
ま
た
、
利
用
者
の
平
均
待
ち
時
間
も
前

年
比
約
７
割
減
の
19
分
に
ま
で
短
縮
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
点
で
も
有
効
だ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
育
て
世
帯
は
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
驚
く
の
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
す

る
高
齢
者
が
意
外
と
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
あ
る
手
続
き
で
ハ
ガ
キ
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ど
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
高
齢
者
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
手
続
き
が
先
着
順

だ
っ
た
影
響
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
利
用
者
側
の
意
識
変
化
が
分
か
る

出
来
事
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
比
較
的

進
み
や
す
い
の
が
事
業
者
向
け
の
手
続
き

で
す
。
必
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
た
め
、
ス
タ
ー
ト
当
初
こ

そ
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
週
に
数
件
程
度
と
落
ち
着
き
、
着

実
に
浸
透
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
阪
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま

す
が
、
常
々
感
じ
る
の
が
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
対
す
る
誤
解
や
理
解
不
足

で
す
。

　

行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
は
、
単
に

紙
に
よ
る
申
請
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も

0

0

で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
点
、
大
阪
市
で
は
〈
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
の
か
た
ち
を
変
え
る
〉
こ
と
と
捉
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
申
請
や
一
部
の
手
続
き
だ

け
で
は
な
く
、
全
て
の
行
政
手
続
き
を
対
象

に
〈
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
申
請
・
手
続
き
が
完

結
で
き
る
〉
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
効
果
は
、「
市
民
の
利
便
性

向
上
」
と
「
業
務
の
効
率
化
」
で
す
。
申
請

が
紙
か
ら
デ
ー
タ
に
な
る
こ
と
で
職
員
の
業

務
も
変
わ
る
─
─
と
い
う
だ
け
で
は
、
単
な

る
業
務
改
善
で
す
。重
要
な
の
は
、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
か
た
ち
を
変
え
る
こ
と
で
実

現
可
能
と
な
る“
新
た
な
付
加
価
値
の
創
造
”

と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
は
従
来
か
ら
の
Ｂ
Ｐ

Ｒ
に
加
え
、「
Ｄ
Ｘ
」（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
大
阪
市
で
は
昨
年
度
、
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
か
か
る
業
務
改
革
担
当
部
門
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

戦
略
室
へ
集
約
。
今
年
度
か
ら
は
所
属
ご
と

に
担
当
を
決
め
、
個
々
の
運
営
方
針
等
に

沿
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
提
案
す
る
な
ど
支
援

体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

図1 ▼  リモートでの行政サービスの実現に向けた取り組み

デジタルデバイドへの配慮／システム面からの
業務効率化の検討／ワンストップ・ワンスオン
リーの実現

統合基盤システムとの連携・改修の検討／行
政オンラインシステム改修の検討／業務シス
テムの連携・改修の検討／窓口支援機能を含
めた業務フローの検討／窓口支援機能と行政
オンラインシステムの連携手法の検討／混雑
緩和に向けたテクノロジーの活用手法検討

オンライン化や業務改革への職員の意識向上／
職員の行政オンラインシステムの習熟度向上／
阻害要因の整理と解決方策の検討／新しい業
務スタイルへの変革に向けた職員の意識向上

ＢＰＲ方針の策定／行政オンラインシステムの
操作研修の実施／業務特性調査の深度化、阻
害要因分析の実施デジタル化を前提とした業
務見直しの実施／現場（窓口）における業務実
態やニーズの把握／Web会議サービスの活用
に向けた検討

・デジタルデバイドへの配慮
・システム面からの業務効率化の検討
・ワンストップ・ワンスオンリーの実現

・統合基盤システムとの連携・改修の検討
・行政オンラインシステム改修の検討
・業務システムの連携・改修の検討
・窓口支援機能を含めた業務フローの検討
・窓口支援機能と行政オンラインシステムの連携手法の検討
・混雑緩和に向けたテクノロジーの活用手法検討

・オンライン化や業務改革への職員の意識向上
・職員の行政オンラインシステムの習熟度向上
・阻害要因の整理と解決方策の検討
・新しい業務スタイルへの変革に向けた職員の意識向上

・ＢＰＲ方針の策定
・行政オンラインシステムの操作研修の実施
・業務特性調査の深度化、阻害要因分析の実施
・デジタル化を前提とした業務見直しの実施
・現場（窓口）における業務実態やニーズの把握
・Web会議サービスの活用に向けた検討

すべての市民・事業者が利便性を実感

主な課題

①業務システムとの連携
（オンライン化推進計画第３段階の実現）

業務システム

すべての手続き

すべての手続き

阻害要因の排除 原則オンライン

できるところから

阻害要因の排除
原則オンライン

できるところから

窓口と連携したワンストップ すべての手続きへの業務改革 誰もが「便利」を実感
オンライン化と
業務改革を加速

オンライン化と
業務改革を
加速

＋ =

オンライン
システム

オンラインシステム

窓口

業務
システム オンライン

システム

窓口

業務システム 窓口

②「スマート申請」の推進
③混雑緩和のためのテクノロジーの活用
（Web面談・予約機能など）

①エンドツーエンドでICTを徹底活用
②原則、行政サービスはリモートで
③できるところから速やかに

今後の取組み

主な課題

今後の取組み

オンライン化原則と業務改革の推進

窓口と連携したワンストップ すべての手続きへの業務改革 誰もが「便利」を実感＋ =

窓口と連携した
ワンストップ

すべての手続きへの
業務改革 誰もが「便利」を実感＋ =
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出典：『大阪市行政手続きオンライン化推進計画（別冊）』（2020年8月）を参考にTKC作成
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 ■

手
続
き
拡
大
へ
︑
工
夫
重
ね
る

　

大
阪
市
で
は
毎
年
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
実
施

状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
が
、
結
果
を
見
る

と
取
り
組
み
は
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
そ
こ
で

対
象
手
続
き
の
拡
大
に
向
け
て
、
シ
ス
テ
ム

操
作
研
修
の
実
施
や
オ
ン
ラ
イ
ン
化
手
引
き

の
作
成
な
ど
に
加
え
、
行
政
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
に
触
っ
て
も
ら
う
“
場
づ
く
り
”
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
手
続
き
の

テ
ス
ト
作
成
」
と
「
一
部
か
ら
で
も
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」
で
、
押
印
廃
止
も
追
い
風
と
な
り

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
の
テ
ス
ト
作
成
と
は
、
次
年
度
以

降
の
実
施
を
検
討
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
試

し
に
行
政
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
手
続
き

情
報
や
申
請
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
て
も
ら
い
、

そ
の
結
果
を
教
え
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
可
能
ラ
イ
ン
を
把
握
し
た
い
と
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
シ
ス
テ
ム
に

触
れ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
職
員
の
意
識
や
行

動
の
変
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

一
方
の
一
部
か
ら
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
速
や
か
に
オ
ン
ラ
イ
ン

化
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
（
図
２
）。
そ

の
結
果
、
申
請
を
受
け
付
け
る
現
場
主
体
で

取
り
組
み
が
広
が

り
、
中
に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
ひ

な
形
と
し
て
全
庁

に
展
開
さ
れ
る
も

の
ま
で
登
場
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま

で
は
部
署
や
担
当

す
る
業
務
に
よ
っ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
対
す
る
意
識
に

も
差
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
点
、
全

て
の
部
署
が
関
わ

る
手
続
き
と
し
て

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
請
求
書
受
領
」
の
準
備
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
、
全
職
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
身
近
な

課
題
と
し
て
認
識
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
大
阪
市
で
は
手
続
き
別
の
ア
ク

セ
ス
件
数
や
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ト
ッ
プ
１

０
０
な
ど
の
統
計
情
報
を
毎
月
、
庁
内
向
け

に
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
定
期
的
な
情

報
発
信
を
通
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
統
計
情
報
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
※
）
等
に
活
用
す
る
、
あ
る

い
は
Ｄ
Ｘ
の
推
進
機
運
を
高
め
る
こ
と
を
狙

い
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
な
お
、
統
計

情
報
を
見
る
と
い
ろ
い
ろ
な
気
付
き
が
あ
り
、

こ
れ
を
参
考
に
今
後
、
業
務
改
善
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

 ■

今
後
の
展
望

　

さ
て
、
大
阪
市
で
は
『
大
阪
市
行
政
手
続

き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
推
進
計
画（
別
冊
）リ
モ
ー

ト
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
』
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オンライン化のタイプ 該当例

タ
イ
プ
Ａ

手続きの種類の一部から 
オンライン化
変更届や継続申請等、本人確認を
一度行っているものや、対象者が特
定され、提出書類や審査項目が少な
いものなどからオンライン化する

⃝�新規申請者は対面による本人確認が必須だ
が、継続申請者は身分証のオンライン確認で
も可能なため、継続申請からオンライン化する
⃝�事業主からの申請が多い手続きで、個人の申
請も可能だがフローが複雑なため、法人の申
請のみオンライン化する

タ
イ
プ
Ｂ

手続きの代表的・軽易なフローから 
オンライン化
手続き制度が複雑で、条件がさまざ
まに分岐する場合、最も一般的なフ
ローや分岐の少ないフローからオン
ライン化する

⃝�審査過程が1～3まであり、審査項目ごとに手
続きが複雑に分岐するため、審査項目1～3を
クリアできる申請からオンライン化する

タ
イ
プ
Ｃ

申請フローの一部からオンライン化
相談・指導、受付、申請、受領、審査、
交付といった手続きの処理フローの
うち、受付～受領までなどフローの
一部分からオンライン化する

⃝�法定による対面審査が必要な場合、本人確認
を審査時に実施するため、受付～受領、審査
面談日の予約までをオンライン化する
⃝�申請はオンライン化できないが、申請者が手続
きの対象者なのか確認できるよう、事前チェッ
クをオンライン化する

タ
イ
プ
Ｄ

全てをオンライン化
手続きの全てのフローをオンライン
化する

⃝�新たに創設する手続きであるため、オンライン
を前提に制度を作成する
⃝�申請がこれまでなく、手続きフローをこれから
作成するため、オンラインを前提として手続き
フローを整理する

図2 ▼  「一部からでもオンライン化」とは

出典：TASKクラウドフェア2021オンライン 特別講演 配付資料から抜粋

大阪市行政手続き
オンライン化推進事業
大阪市行政手続き
オンライン化推進事業

特 集 大阪市行政手続き
オンライン化推進事業
大阪市行政手続き
オンライン化推進事業

講演要旨

講演要旨

※ EBPM：エビデンス（根拠や証拠）に基づく政策立案
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（
20
年
８
月
）
を
作
成
し
、
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
加
速
さ
せ
る
計
画
で
す
。

具
体
的
に
は
①
業
務
シ
ス
テ
ム
連
携
、
②
優

先
手
続
き
の
選
定
、
③
ス
マ
ー
ト
申
請
の
検

証
・
導
入
─
─
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
一
の
「
業
務
シ
ス
テ
ム
連
携
」
は
業
務

効
率
化
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
実
現

に
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
上
の

制
約
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
加
え

て
、
国
が
推
進
す
る
シ
ス
テ
ム
標
準
化
も
無

視
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
動
き
も
見
極
め

な
が
ら
、
各
業
務
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
つ

い
て
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

第
二
が
「
優
先
手
続
き
の
選
定
」
で
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
31
手
続
き
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
手
続
き
に
つ
い
て
も

申
請
件
数
の
多
い
も
の
な
ど
か
ら
新
た
に
優

先
手
続
き
を
選
定
し
、
シ
ス
テ
ム
連
携
の
状

況
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
ま
す
。

　

第
三
が「
ス
マ
ー
ト
申
請
の
検
証
・
導
入
」

で
、
全
て
の
利
用
者
が
〈
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー

ス
ト
〉
を
実
感
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
対
面
が
必
要
な
手
続
き
を
想

定
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
申
請
」
の
実
現

で
、
現
在
、
複
数
の
区
役
所
と
一
緒
に
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
次
々
と

登
場
す
る
中
、
そ
れ
ら
を
柔
軟
に
採
り
入
れ

て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
一
例
が
今
年
６

月
か
ら
城
東
区
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

「
リ
モ
ー
ト
相
談
窓
口
」
で
す
。
こ
れ
は
窓

口
や
電
話
に
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も

保
育
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
の
相
談

を
可
能
と
し
た
も
の
で
す
。現
場
職
員
が「
お

子
さ
ん
の
寝
て
い
る
時
間
を
活
用
し
、
子
育

て
世
代
の
皆
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
し

て
相
談
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
考
え
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
来
庁
し
な
く
て
も
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ー
ン
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
の
開
設
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
す
る
中

で
〈
上
手
く
い
く
手
続
き
〉
の
傾
向
も
見
え

て
き
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
利
用
者
視
点
で

手
続
き
を
分
解
し
て
考
え
て
い
る
か
ど
う
か

で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
な
い
理
由
の
一
つ
に
、

「
別
途
、
紙
で
郵
送
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
二

度
手
間
に
な
る
た
め
、
紙
で
ま
と
め
て
申
請

し
た
方
が
利
用
者
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

は
本
当
に
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
、

申
請
時
に
最
も
面
倒
だ
と
感
じ
る
の
は
書
く

こ
と
で
す
。
そ
の
点
で
は
〈
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
＋
郵
送
〉
に
よ
り
〝
書
か
な
い
〟
こ
と
の

方
が
便
利
と
い
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

る
上
で
は
そ
う
し
た
利
用
者
の
心
理
や
行
動

を
想
像
し
な
が
ら
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
。
そ

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
に
縛
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

柔
軟
性
を
持
っ
た
活
用
を
考
え
て
い
く
こ
と

で
、
本
当
の
意
味
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん

で
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

以
上
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
大
阪
市
も
い

ろ
い
ろ
と
悩
み
な
が
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
大
波
を
全
国
の
自
治

体
と
と
も
に
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
し
相
互
の
知
見
を

共
有
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。	
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●小西来呼（こにし・よりこ）

2002（平成14）年、大阪市役所入
庁。市会事務局、総務局（人材育成
／総務部門）を経て、17年に ICT
戦略室へ配属。20年より現職
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│
│
江
戸
川
区
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
体
制
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

藤
戸　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が“
追
い
風
”

と
な
り
カ
ー
ド
の
取
得
申
請
数
が
急
増
し
ま

し
た
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
混
雑
回
避

の
た
め
カ
ー
ド
交
付
は
原
則
、
予
約
制
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、〈
窓
口
交
付
量
の
向
上
〉

と
〈
予
約
機
会
の
拡
大
〉
の
両
面
で
の
体
制

強
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

交
付
窓
口
を
新
た
に
２
カ
所
設
置
す
る
と
と

も
に
、「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
ク
ラ
ウ
ド
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
予
約
・
管
理
シ
ス
テ
ム
」

を
活
用
し
て
今
夏
か
ら
カ
ー
ド
交
付
の
オ
ン

ラ
イ
ン
予
約
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
予
約
を

受
け
て
い
た
の
で
す
が
、
受
付
体
制
を
増
強

し
て
も
電
話
が
つ
な
が
り
づ
ら
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を
切
り

替
え
る
こ
と
で
窓
口
業
務
が
混
乱
す
る
こ
と

を
避
け
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
交
付
予

約
機
能
に
限
定
し
て
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
Ｔ
Ｋ
Ｃ
さ
ん
に
無
理
を
言
っ
て
当

初
計
画
を
１
カ
月
以
上
前
倒
し
し
て
シ
ス
テ

ム
を
稼
働
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
夜
間
・
休
日
を
問
わ
ず
ネ
ッ
ト
予
約
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
区
民
の
利
便
性
は
格
段

に
向
上
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

■■

「
江
戸
川
区
新
方
式
受
取
」
で

■■

専
用
窓
口
も
設
置

藤
戸　
江
戸
川
区
で
は
現
在
、
８
カ
所
の
交

付
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
新

た
に
開
設
し
た
船
堀
交
付
セ
ン
タ
ー
と
イ
オ

ン
葛
西
店
（
期
間
限
定
の
特
設
会
場
）
で
は
、

本
人
確
認
と
暗
証
番
号
の
記
入
の
み
を
行
い
、

カ
ー
ド
は
後
日
簡
易
書
留
で
郵
送
す
る
方
式

を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
「
本
人
限
定

受
取
（
特
例
型
）」
の
郵
送
受
取
専
用
窓
口

を
設
置
す
る
例
は
他
団
体
で
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
場
合
は
必
要
な
端
末
機
や
専
門
知
識

を
持
つ
職
員
の
不
足
を
理
由
に
郵
送
方
式
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
川
区
で

は
窓
口
の
回
転
数
を
上
げ
る
た
め
の
仕
組
み

と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
別
に
郵

送
事
務
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
そ
ち
ら
で
暗
証

番
号
の
入
力
や
封
入
封
緘か
ん

作
業
を
し
て
郵
送

す
る
─
─
と
い
う
独
自
ス
キ
ー
ム
（
江
戸
川

区
新
方
式
）
も
構
築
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
通
常
20
分
程
度
は
か
か
る
窓

口
で
の
交
付
手
続
き
が
10
分
以
内
で
完
了
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
３
倍
程
度
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
お

客
さ
ま
を
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

窓
口
当
た
り
の
交
付
量
が
増
加
し
、
よ
り
多

く
の
予
約
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ネ
ッ
ト
予
約
の
効
果
も
あ
い
ま
っ
て
、

バ
ッ
ク
オ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
た
膨
大
な

カ
ー
ド
の
交
付
に
も
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。

│
│
現
在
の
利
用
状
況
は
。

上
村　
現
在
の
予
約
状
況
を
見
る
と
電
話
と

ネ
ッ
ト
が
半
々
で
す
。
こ
れ
ま
で
予
約
機
能

に
限
定
し
て
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
き
ま
し

た
が
、
予
約
管
理
は
も
ち
ろ
ん
統
計
作
業
な

ど
で
も
重
宝
し
て
い
ま
す
。
次
は
、
い
よ
い

よ
カ
ー
ド
管
理
業
務
で
の
活
用
で
す
ね
。

　

現
在
は
、
職
員
が
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
等
で
作
成

し
た
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
構
築
し
た
シ
ス
テ
ム

の
た
め
使
い
勝
手
は
非
常
に
い
い
の
で
す
が
、

ユーザー事例

「来庁しなくてもよい区役所」へカード普及に注力
▶生活振興部マイ  ナンバー推進課 課長 藤戸 潤 氏 ／交付事業係 係長 上村智亮 氏 ／ 計画係 主査 長谷川 乃 氏

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
予
約・管
理
シ
ス
テ
ム
／
東
京
都
江
戸
川
区

写真左から、上村係長、藤戸課長、長谷川主査
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扱
う
デ
ー
タ
量
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
今
秋
を
め
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
予
約
・
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
移
行

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

管
理
業
務
に
お
い
て
も
効
率
化
が
図
れ
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
移
行
に
あ
た
っ

て
は
シ
ス
テ
ム
に
合
わ
せ
て
業
務
フ
ロ
ー
を

見
直
す
な
ど
“
プ
チ
Ｂ
Ｐ
Ｒ
”
が
伴
う
こ
と

か
ら
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
さ
ん
と
も
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■■

高
品
質
で
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ

│
│
江
戸
川
区
で
は
、
か
ね
て
か
ら
「
区
民

に
身
近
で
便
利
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
」

を
掲
げ
、
情
報
化
を
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

長
谷
川　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
は
、
全
国
の
自
治
体

に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
川
区
で
は
「
来
庁
し
な
く
て
も
よ
い

区
役
所
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
な
ど

へ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

一
層
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
延
長

線
に
は
ス
マ
ー
ト
窓
口
な
ど
が
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
区
民
の
利
便
性
向
上
と
い
う
点

で
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
加
え
、
国
民
健
康

保
険
や
年
金
、
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
ワ

ン
ス
オ
ン
リ
ー
で
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
窓
口
改
革
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
検
討
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
実
現
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
大
き
な
カ
ギ
を

握
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
終
了

で
鈍
化
が
見
込
ま
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら
申
請

件
数
を
い
か
に
伸
ば
し
て
い
く
か
が
大
き
な

課
題
で
す
ね
。

藤
戸　
江
戸
川
区
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
「
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、「
と
も
に
生
き
る
ま
ち
を

目
指
す
条
例
」
を
７
月
１
日
に
施
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
来
年
４
月
に
は
、
２
１
０
０
年

の
未
来
を
見
据
え
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
『（
仮

称
）
江
戸
川
区
共
生
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
５
月
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲

げ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
理

念
は
区
が
目
指
す
共
生
社
会
の
考
え
方
と
重

な
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
も

積
極
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
シ
ス
テ

ム
標
準
化
な
ど
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
」
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
局
的
に
見
れ
ば

そ
れ
ら
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
共
生
社
会
の
実
現
手

段
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
大
き
な
流
れ
に
た
だ

流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
団
体
よ
り
も
一

歩
も
二
歩
も
先
ん
じ
て
い
け
る
よ
う
意
欲
的

に
取
り
組
み
、
区
民
の
皆
さ
ん
へ
時
代
に
即

し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｃ
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
信
頼
で

き
る
シ
ス
テ
ム
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
各

種
情
報
な
ど
の
提
供
を
通
じ
て
わ
れ
わ
れ
の

活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
ね
。	

（
深
谷 

瞬
）

「来庁しなくてもよい区役所」へカード普及に注力
▶生活振興部マイ  ナンバー推進課 課長 藤戸 潤 氏 ／交付事業係 係長 上村智亮 氏 ／ 計画係 主査 長谷川 乃 氏

City Data

東京都江戸川区
住所　東京都江戸川区中央1丁目4番1号
電話　03-3652-1151
面積　49.09平方キロメートル
人口　692,492人（2021年9月1日現在）

都心部への交通アクセスのよさに加え、葛西海浜公
園など自然に恵まれ特に若い世帯の多いベッドタウ
ンとして発展してきた江戸川区。住民との協働によ
るまちづくりにも積極的で、区民とともに「みんな
のえどがわ大会議」を立ち上げ共生社会実現に向け
たビジョン策定に取り組んでいる。
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│
│
山
北
町
で
は
日
々
仕
訳
方
式
を
い
ち
早

く
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤　
以
前
は
、
期
末
一
括
仕
訳
方
式
で
処

理
し
て
い
ま
し
た
が
、
神
奈
川
県
内
の
町
村

が
共
同
利
用
す
る
「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
ク
ラ
ウ
ド
公

会
計
シ
ス
テ
ム
」
へ
移
行
し
た
の
を
機
に
、

２
０
１
８
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
日
々
仕
訳

方
式
に
変
更
し
ま
し
た
。
最
初
に
予
算
科
目

へ
公
会
計
上
の
勘
定
科
目
（
仕
訳
）
を
設
定

す
る
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
後
は
予
算
執

行
を
行
う
た
び
に
シ
ス
テ
ム
が
自
動
で
仕
訳

を
し
て
く
れ
る
。
財
政
担
当
の
２
名
の
職
員

は
い
ず
れ
も
上
下
水
道
課
で
複
式
簿
記
を
経

験
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
も
は
や
「
日
々

仕
訳
を
採
用
し
な
い
理
由
は
な
い
」
と
考
え

ま
し
た
。
特
に
、
山
北
町
で
は
伝
票
を
起
票

す
る
画
面
で
仕
訳
を
非
表
示
と
し
て
い
る
た

め
、
職
員
は
特
に
簿
記
を
意
識
す
る
こ
と
な

く
日
々
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■■

日
々
仕
訳
に
し
な
い
理
由
は
な
い

│
│
予
算
科
目
の
設
定
で
苦
労
し
た
こ
と
は
。

加
藤　
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
て
設
定

作
業
自
体
は
特
別
苦
労
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

資
産
と
費
用
の
考
え
方
は
悩
ま
し
か
っ
た
で

す
ね
。
そ
れ
は
運
用
後
も
同
じ
で
す
。

　

例
え
ば
、
委
託
料
な
ど
資
産
形
成
を
な
す

も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
混
在
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
〈
現

金
を
支
出
し
た
後
に
、
財
産
が
増
え
る
の
か
、

何
も
残
ら
な
い
の
か
〉
と
い
う
視
点
で
区
分

け
し
て
い
ま
す
。
改
修
工
事
な
ど
判
断
が
難

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
場
合

は
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
示
す
60
万
円
を
一
つ

の
ラ
イ
ン
と
し
て
、
そ
れ
未
満
の
も
の
は
資

産
価
値
を
高
め
な
い
修
繕
費
と
し
て
処
理
し

て
い
ま
す
。

中
戸
川　
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
当
初
、
固

定
資
産
の
登
録
で
少
し
手
間
取
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
各
課
に
デ
ー
タ
の
登
録
作
業

で
極
力
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、
必
須
項
目

以
外
の
入
力
は
強
制
せ
ず
に
、「
と
に
か
く

処
分
す
る
時
の
こ
と
を
考
え
、
何
十
年
後
か

に
そ
の
資
産
が
き
ち
ん
と
特
定
で
き
る
よ
う
、

で
き
る
限
り
の
情
報
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
た
だ
、〈
同
じ

時
期
に
複
数
の
購
入
を
行
っ
た
場
合
は
、
単

価
と
数
量
を
入
力
す
る
〉
な
ど
入
力
の
仕
方

が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
う

し
た
場
合
は
担
当
課
に
内
訳
を
確
認
し
、
財

務
課
が
追
加
で
登
録
し
ま
し
た
。

│
│
日
々
仕
訳
の
採
用
で
、
業
務
は
ど
う
変

わ
り
ま
し
た
か
。

加
藤　
最
も
大
き
な
変
化
は
財
務
書
類
作
成

の
早
期
化
で
す
。
以
前
の
よ
う
に
１
年
分
の

伝
票
デ
ー
タ
の
仕
訳
（
資
金
仕
訳
）
を
ま
と

め
て
行
う
必
要
が
な
く
、
出
納
閉
鎖
と
決
算

統
計
が
終
わ
る
と
速
や
か
に
現
金
取
引
以
外

の
整
理
が
行
え
ま
す
。
期
末
一
括
で
は
財
務

書
類
の
作
成
に
年
度
末
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
時
間

が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
10
月
に

は
ほ
ぼ
完
成
し
、
12
月
議
会
に
提
出
で
き
ま

し
た
。
年
間
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
が
最
適
化
・

効
率
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
い
ず
れ
は
９
月
議

会
へ
の
提
出
も
可
能
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

ユーザー事例

データ活用で、財政マネジメント強化へ挑む
▶財務課 財政班 主幹 加藤悦孝 氏 ／ 財産管理班 副主幹 中戸川雄司 氏

▪山北町が日々仕訳方式へ移行した際の予算編成までのスケジュール
2017年 2018年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

公
会
計
シ
ス
テ
ム
／
神
奈
川
県
山
北
町

TKCとの
ヒアリング

細々節設定の
仕方の確認

機能要件の確認

操作説明会
（予算）

操作説明会
（執行）

予算データの
移行

執行データの
移行

執行
本稼働

予算編成稼働
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ま
た
、
以
前
は
財
務
書
類
の
作
成
を
委
託

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
費
用
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。限
ら
れ
た
財
源
を“
賢

く
”
使
う
と
い
う
点
で
も
、
日
々
仕
訳
の
選

択
は
正
し
か
っ
た
と
い
え
ま
す
ね
。

中
戸
川　
固
定
資
産
整
理
の
業
務
も
変
わ
り

ま
し
た
。
移
行
当
初
は
期
末
一
括
方
式
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
慣
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

固
定
資
産
の
確
定
処
理
に
着
手
す
る
の
が
12

月
頃
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

翌
年
に
は
年
度
内
に
処
理
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
ま
し
た
。
財
産
管
理
班
の
協
力
も
あ
り
、

出
納
整
理
と
ほ
ぼ
同
時
に
固
定
資
産
は
〝
エ

ラ
ー
な
し
〟
の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
は
四
半
期
ご
と
の
確
認
を
班

員
で
分
業
し
、
確
定
で
き
る
も
の
は
確
定
す

る
─
─
な
ど
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
一
層
の
最

適
化
・
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

加
藤　
日
々
仕
訳
方
式
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
が
実
現
で
き
た
の
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
シ
ス
テ
ム
操
作
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に

加
え
、
簿
記
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

も
ら
え
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
訳
用
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
〈
一
般
的
に
は
こ
ん
な
や
り
方
で
行

う
〉〈
こ
ん
な
方
法
も
あ
る
〉
─
─
な
ど
実

務
を
踏
ま
え
た
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
る
た

め
分
か
り
や
す
く
、
期
末
の
整
理
作
業
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

■■

財
務
デ
ー
タ
の
分
析
・
活
用
に
注
力

│
│
公
会
計
情
報
の
活
用
と
い
う
点
で
は
、

事
業
別
セ
グ
メ
ン
ト
分
析
な
ど
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
戸
川　
19
年
に
総
務
省
の
研
究
会
へ
参
加

し
、
健
診
事
業
に
関
す
る
セ
グ
メ
ン
ト
分
析

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
健
診
事
業
と
拠
点

施
設
の
維
持
管
理
ま
で
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
を
把
握
し
“
見
え
る
化
”
す
る
こ
と

で
、
今
後
の
自
己
負
担
の
あ
り
方
な
ど
の
検

討
材
料
と
し
た
い
と
考
え
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
時
の
成
果
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
か
ら

図
書
館
運
営
事
業
と
庁
舎
管
理
事
業
の
分
析

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
経
年
比
較

は
シ
ス
テ
ム
上
で
簡
単
に
行
え
ま
す
が
、
実

際
に
事
業
を
分
析
し
て
み
て
悩
ん
で
い
る
の

は
事
業
効
果
を
ど
う
検
証
し
、
そ
の
結
果
を

政
策
立
案
等
へ
ど
う
生
か
す
か
と
い
う
こ
と

で
す
。

│
│
他
団
体
で
も
同
じ
悩
み
が
あ
る
よ
う
で

す
。
今
後
の
展
望
は
い
か
が
で
す
か
。

加
藤　
人
口
減
少
が
進
展
す
る
中
で
、
自
治

体
に
は
行
政
経
営
や
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
、
財
政
運
営
の
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
引
き
続
き
事
業
効
果
な
ど
の
分
析

に
注
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

山
北
町
の
よ
う
に
小
規
模
団
体
で
も
、
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
れ
ば
容
易
に
財
務
デ
ー
タ

の
分
析
が
行
え
ま
す
。
た
だ
、
分
析
は
あ
く

ま
で
も
手
段
で
あ
り
、
大
切
な
の
は
「
何
の

た
め
に
分
析
す
る
の
か
」
と
い
う
目
的
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
点
で
は
シ
ス
テ
ム
の
機
能
強
化
や
処

理
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、“
会
計

の
Ｔ
Ｋ
Ｃ
”
の
強
み
を
生
か
し
て
、
会
計
事

務
所
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
他
団
体
事
例
の
共
有

な
ど
と
い
っ
た
幅
広
い
支
援
を
期
待
し
て
い

ま
す
。	

（
岡
村
さ
や
か
）

データ活用で、財政マネジメント強化へ挑む
▶財務課 財政班 主幹 加藤悦孝 氏 ／ 財産管理班 副主幹 中戸川雄司 氏

City Data

神奈川県山北町
住所　神奈川県足柄上郡山北町山北1301番地4
電話　0465-75-1122
面積　224.61平方キロメートル
人口　9,851人（2021年9月1日現在）

首都圏近郊にありながら豊かな自然に富む山北町。
町の約90％は丹沢大山国定公園と県立自然公園な
どの山岳地帯で、町のほぼ中央にはダム湖100選に
選ばれた丹沢湖が広がる。由緒ある温泉も多く、毎
年多くの観光客が訪れる。2016年にはD52形蒸気
機関車の動態化に成功し、日本で唯一の動くD52（デ
ゴニ）が保存されている。
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２
０
２
１
年
10
月
か
ら
金
融
所
得
に
係
る

個
人
の
道
府
県
民
税
（
利
子
割
・
配
当
割
・

株
式
等
譲
渡
所
得
割
）
の
電
子
申
告
・
納
入

が
始
ま
り
ま
し
た
（
令
和
２
年
度
税
制
改

正
）。
ま
た
、23
年
度
か
ら
は
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
に

つ
い
て
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
可
能

に
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
（
令
和
３
年
度

税
制
改
正
）。
機
構
で
は
、
こ
の
４
税
目
以

外
の
全
て
の
地
方
税
に
つ
い
て
も
、
地
方
団

体
側
で
対
応
が
で
き
次
第
、
共
通
納
税
シ
ス

テ
ム
を
利
用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

収
納
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
ダ

イ
レ
ク
ト
納
付
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
な
ど
を
利
用
す
る
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｍ
Ｐ
Ｎ
）
に
加
え
、
23
年

度
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
税
や
ペ
イ
払
い
等
の

電
子
マ
ネ
ー
に
対
応
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
は
地
方
税
等
の
収
納
に
活
用
で
き

る
ほ
ぼ
全
て
の
納
付
方
法
に
も
、
共
通
納
税

シ
ス
テ
ム
で
順
次
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
実
現
し
、
後
述
す
る

税
以
外
の
公
金
も
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
で
取

り
扱
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
現
在
、
各
地
方

団
体
で
個
別
に
行
っ
て
い
る
収
納
代
行
契
約

等
は
不
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
導
入

　

21
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
の

『
規
制
改
革
実
施
計
画
』
で
は
、
地
方
税
用

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
統
一
規
格
を
取
り
ま
と
め
、

23
年
度
課
税
分
か
ら
活
用
を
開
始
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
し
ま
し
た
。
総
務
省
は
、「
地
方

税
に
お
け
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
規
格
に
係
る
検
討

会
」
の
取
り
ま
と
め
結
果
を
受
け
、
23
年
度

以
降
の
地
方
税
の
納
付
書
等
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
付
し
、
納
税
手
段
の
利
便
性
の
向
上
等
を

図
る
た
め
に
活
用
す
る
旨
、
全
国
の
地
方
団

体
に
向
け
て
６
月
に
通
知
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
し
い
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
で
は
、
こ
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
方
団
体
の
納
付
書
に
は
、
現
在
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
利
用
す
る
バ
ー
コ
ー
ド

が
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
仕
様
は
、
民
間
の
債
権
（
公
共

料
金
や
通
販
な
ど
）
も
利
用
し
て
い
る
た
め

将
来
こ
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
ど
の
よ
う
な
取
り

扱
い
に
な
る
か
は
未
定
で
す
が
、
当
分
の
間

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
バ
ー
コ
ー
ド
と
を
並
存
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
用
デ
ー
タ
の
作
成
と
集
約

　

こ
れ
ま
で
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
納
付
で
き
る
税
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
申
告

さ
れ
た
法
人
関
係
税
、
事
業
所
税
お
よ
び
特

別
徴
収
に
係
る
個
人
住
民
税
等
に
限
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

賦
課
税
目
で
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し

て
納
付
情
報
が
地
方
団
体
か
ら
提
供
さ
れ
る

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
最
新
動
向

ＱＲコードの活用と共通納 税システムの多目的利用
地方税共同機構　理事長　加藤　隆

■地方税統一 QR コードの表記イメージ（MPN 帳票）
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必
要
が
あ
り
ま
す
。
課
税
し
た
地
方
団
体
や

税
目
、
税
額
情
報
を
入
力
し
て
納
付
す
る
方

法
も
可
能
で
す
が
、
チ
ェ
ッ
ク
デ
ジ
ッ
ト
機

能
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
入
力
漏
れ

や
誤
り
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
困
難
で
誤

納
付
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
機
能
を

誤
納
付
防
止
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
う
こ
と
は

一
応
可
能
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
最
新
の

納
税
状
況
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
二
重
納

付
は
防
止
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
張

（
口
座
振
替
処
理
や
延
滞
金
の
自
動
計
算
等
）

を
考
慮
す
る
と
、
賦
課
情
報
、
納
付
書
発
行

情
報
等
の
全
て
を
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
用
の

中
間
サ
ー
バ
／
統
一
納
付
書
マ
ス
タ
（
仮
）

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
納
入
状
況
を
随

時
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
に

納
税
証
明
の
代
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

地
方
公
金
収
納
業
務
の
合
理
化
へ

　

今
後
、
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
は
、
地
方
税

を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
地
方
公
金
の
収
納

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

納
入
済
通
知
書
（
済
通
）
の
回
付
を
廃
止
す

る
こ
と
を
金
融
機
関
と
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
（
納
税
通
知
書
の
電
子
化
を
見

据
え
）
納
付
書
そ
の
も
の
の
廃
止
を
目
指
し

ま
す
。
既
存
の
口
座
振
替
に
つ
い
て
も
、（
納

期
限
、
引
き
落
し
口
座
、
税
額
等
の
）
必
要

な
情
報
が
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
に
セ
ッ
ト
さ

れ
て
い
れ
ば
指
定
金
融
機
関
等
を
通
さ
ず
に

直
接
処
理
が
可
能
と
な
り
、
か
つ
共
通
納
税

シ
ス
テ
ム
の
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
対
応
す
る

全
て
の
金
融
機
関
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
収
納
手
数
料
に
つ
い
て
も
、
規
模

の
利
益
に
よ
り
割
安
に
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

地
方
税
だ
け
で
な
く
税
以
外
の
公
金
に
つ

い
て
も
、
収
納
手
続
等
の
合
理
化
の
動
き
は

波
及
し
ま
す
。
各
種
保
険
料
、
上
下
水
道
利

用
料
、
保
育
料
な
ど
で
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
収
納
す
る
場
合
に
は
、
地
方
税

と
同
様
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
で
き
ま
す
。

共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
の
納
付
情
報
フ
ァ
イ
ル

を
用
い
れ
ば
、
税
以
外
の
公
金
に
つ
い
て
も
、

収
納
情
報
は
済
通
の
回
付
な
し
に
地
方
団
体

へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
に
は
、
納
付
情
報
の

基
幹
シ
ス
テ
ム
へ
の
自
動
連
係
機
能
だ
け
で

は
な
く
、
納
入
済
情
報
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

の
フ
ァ
イ
ル
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
一
覧
表
又
は

単
票
の
印
刷
機
能
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

件
数
が
少
な
い
公
金
の
場
合
、
シ
ス
テ
ム
の

入
れ
替
え
時
期
ま
で
の
暫
定
対
応
が
必
要
な

場
合
な
ど
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
利
用
し
た
手

処
理
等
も
可
能
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ず

れ
全
て
の
公
金
が
同
様
な
取
り
扱
い
を
す
る

こ
と
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
各

団
体
の
納
付
書
や
会
計
シ
ス
テ
ム
、
各
業
務

の
収
入
処
理
な
ど
も
、
今
後
の
動
向
を
見
据

え
て
対
応
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
ま
す
。	

TREND VIEW
トレンドビュー ＱＲコードの活用と共通納 税システムの多目的利用

QRコードを利用することで可能になる機能

いわゆる「○○ペイ」と呼ばれる 
電子マネーによる納税
アプリによってQRコードを読み取り支払い

共通納税システム利用時の 
案件特定情報の入力等
キーボードからの入力に替えてQRコードの読み取り

金融機関の窓口納付の際の 
納付情報の特定および 
納入済情報の作成
納（付）入済通知書の回付の廃止が目的
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総
務
省
が
推
進
す
る
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に

つ
い
て
は
、
本
年
７
月
に
推
進
手
順
書
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
３
部
で
構
成
さ
れ
、

そ
の
一
つ
が
『
自
治
体
の
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
に
係
る
手
順
書
』（
以
下
、
オ
ン

ラ
イ
ン
化
手
順
書
）
で
す
。
本
稿
で
は
、
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
現
す
る
た

め
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
説
明
し
ま
す
。

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス

　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
手
順
書
で
は
、
国
が
提
供

し
て
い
る
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用

す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
は

自
治
体
が
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
容
易
に
導

入
で
き
る
よ
う
条
件
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体
が
ぴ
っ
た

り
サ
ー
ビ
ス
に
無
料
で
接
続
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
従
来
も
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も

の
は
無
料
で
し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
は
、
民
間
事
業
者
が
提
供
す
る
Ｌ
Ｇ
Ｗ

Ａ
Ｎ
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
別
途
契
約
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
主
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
申
請
様

式
（
入
力
画
面
）
を
国
が
準
備
し
ま
す
。『
自

治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
』
で
〈
積
極
的
・
集
中

的
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
進
め
る
〉
と
さ
れ
た
子
育
て
や
介

護
な
ど
手
続
き
の
標
準
様
式
が
定
め
ら
れ
、

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
に
プ
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
体
が
個
別
に
申
請

様
式
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」
は
国
民
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
、
Ｕ
Ｉ
（
ユ
ー

ザ
ー
・
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
）
と
Ｕ
Ｘ
（
ユ
ー

ザ
ー
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
）
の
抜
本
的
改

善
が
図
ら
れ
ま
す
。
昨
年
12
月
に
公
表
さ
れ

た
『
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
』

の
別
添
に
は
、
Ｕ
Ｉ
の
全
面
的
な
点
検
・
改

善
、
申
請
項
目
の
自
動
入
力
機
能
の
実
現
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
利
用
者
認
証

の
追
加
、
全
て
の
住
民
向
け
手
続
き
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
可
能
に
す
る
こ
と
等
が

記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
善
事
項
に
は
、
業
務
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
処
理
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
紙
に
よ
る

事
務
を
介
在
さ
せ
ず
に
フ
ロ
ン
ト
（
申
請
受

付
）
か
ら
バ
ッ
ク
（
業
務
シ
ス
テ
ム
）
ま
で

一
貫
し
た
デ
ジ
タ
ル
処
理
を
実
現
す
る
こ
と

は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
お
い
て
特
に
重
要
で
す
。

連
携
処
理
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
手
順

書
に
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
側
の
機
能
に
特
化
し
て
お
り
、

自
治
体
側
の
機
能
は
申
請
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
化
手
順
書
で
は
、
自
治
体
側
で
利
用
す
る

機
能
を
備
え
た
申
請
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
申
請
管
理
シ
ス
テ

ム
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
申
請

デ
ー
タ
取
り
込
み
、
申
請
内
容
を
審
査
す
る

た
め
の
内
容
照
会
お
よ
び
審
査
状
況
管
理
、

基
幹
シ
ス
テ
ム
と
の
申
請
デ
ー
タ
連
携
等
の

機
能
を
実
装
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
業
務
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
処
理
を
実
現
す

る
に
は
、
申
請
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

ほ
か
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
連
携

サ
ー
バ
ー
の
導
入
、
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
の

改
修
、
業
務
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
必
要
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
実
現
経
費
の
２
分
の
１
が

国
費
で
補
助
さ
れ
ま
す
。

汎
用
的
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
手
順
書
で
は
〈
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
が
、

そ
れ
以
外
の
方
法
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

妨
げ
な
い
〉
と
さ
れ
、
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス

以
外
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
は
「
汎

用
的
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
〉
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。
汎
用
的
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
中

行政手続きオンライン化を実現 する２つのシステム
デジタル・ガバメント

株式会社TKC 
地方公共団体事業部
システム企画本部 部長   松下邦彦

ここが
ポイント！！
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に
は
、
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
と
申
請
管
理
シ

ス
テ
ム
の
組
み
合
わ
せ
に
は
な
い
機
能
を
備

え
、
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
機
能
の
例
を
挙
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
審
査
で
申
請
内
容
に
不
備
が
あ
る

場
合
に
は
差
し
戻
し
や
職
権
訂
正
が
必
要
で

す
。
差
し
戻
し
や
職
権
訂
正
は
申
請
者
に
通

知
さ
れ
、
差
し
戻
し
の
場
合
は
過
去
の
申
請

デ
ー
タ
を
修
正
す
る
だ
け
で
再
申
請
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
利
用
者
に
便
利
で
す
。

　
料
金
の
支
払
い
が
必
要
な
手
続
き
に
つ
い

て
は
電
子
決
済
が
必
要
で
す
。
決
済
金
額
が

申
請
時
に
確
定
し
て
い
る
手
続
き
と
、
審
査

時
に
初
め
て
確
定
す
る
手
続
き
の
二
つ
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
証
や
受
験
票

等
を
電
子
的
に
交
付
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

電
子
的
な
交
付
物
は
、
汎
用
的
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
で
作
成
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ワ
ー

プ
ロ
ソ
フ
ト
や
外
部
シ
ス
テ
ム
で
作
成
す
る

こ
と
も
あ
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
汎
用
的
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
と
窓
口
シ
ス

テ
ム
と
の
連
携
も
必
要
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

化
で
き
な
い
手
続
き
や
情
報
弱
者
の
た
め
に

窓
口
の
電
子
化
が
求
め
ら
れ
る
の
に
加
え
、

申
請
内
容
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
来
庁
前
に
入
力

し
そ
れ
を
窓
口
シ
ス
テ
ム
に
連
携
す
る
こ
と

で
、
待
ち
時
間
を
減
ら
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
今
後
、
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
に
こ
う
し
た

機
能
が
実
装
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
こ
れ
ら
を
希
望
す
る
自
治
体
は
、

汎
用
的
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
双
方
向
の
デ
ー
タ
連
携

　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
手
順
書
に
は
、
ぴ
っ
た
り

サ
ー
ビ
ス
か
ら
業
務
シ
ス
テ
ム
へ
の
申
請

デ
ー
タ
連
携
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
反

対
方
向
の
携
携
に
つ
い
て
の
記
載
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
三
層
分
離

原
則
に
基
づ
き
、『
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
で
〈
国
が
認
め
た
特
定
通

信
に
限
り
片
方
向
の
電
子
的
移
行
の
み
が
可

能
〉
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
業

務
シ
ス
テ
ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ

ス
へ
の
デ
ー
タ
連
携
に
つ
い
て
の
標
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
片
方
向
の
連
携
の
ま
ま
で
は
、
行
政
手
続

き
の
Ｄ
Ｘ
実
現
に
は
不
十
分
で
す
。
ま
ず
、

業
務
シ
ス
テ
ム
で
認
定
や
支
給
等
の
業
務
処

理
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
利
用
者
に
自
動
的
に

通
知
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
本
連
載
で
繰

り
返
し
お
伝
え
し
て
い
る
よ
う
に
、
利
用
者

の
情
報
に
基
づ
い
た
手
続
き
案
内
や
申
請
様

式
の
自
動
入
力
と
い
っ
た
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー

が
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
が
提
供
し
て
い
る
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
記

録
シ
ス
テ
ム
」（
Ｖ
Ｒ
Ｓ
）
が
注
目
さ
れ
ま

す
。
Ｖ
Ｒ
Ｓ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ

ス
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
側
と
自
治
体

側
の
双
方
に
ま
た
が
る
シ
ス
テ
ム
で
、
接
種

対
象
者
や
接
種
記
録
と
い
っ
た
情
報
が
自
治

体
の
業
務
シ
ス
テ
ム
と
手
作
業
で
連
携
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
来
、
自
動
的
に
連
携

さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
今
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
『
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
』
に
は

〈「
自
治
体
の
三
層
の
対
策
」
の
抜
本
的
見
直

し
を
含
め
た
新
た
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

在
り
方
の
検
討
を
行
う
〉
と
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
今
年
８
月
に
公
表
さ
れ
た
『
住
民
記
録

シ
ス
テ
ム
標
準
仕
様
書
第
２
・
０
版
』
の
改

正
概
要
に
は
、〈
デ
ー
タ
要
件
・
連
携
要
件

に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
庁
を
中
心
に
検
討
す

る
〉
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
か
か
る
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進

す
る
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
と

業
務
シ
ス
テ
ム
の
双
方
向
の
連
携
が
必
須
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
二
つ
の
課
題
が
解
消
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

行政手続きオンライン化を実現 する２つのシステム
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国
２
８
０
団
体
以
上
に
利
用

い
た
だ
く
「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
ク
ラ

ウ
ド
公
会
計
シ
ス
テ
ム
」
と
、
関
連
シ

ス
テ
ム
（
固
定
資
産
管
理
や
行
政
評
価
、

契
約
管
理
、
起
債
管
理
）
を
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
10
月
１
日
か
ら
提
供
を

開
始
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
財
政
状
況
の
見
え
る
化
で

持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
内
部
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）

推
進
を
支
援
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
、
シ

ス
テ
ム
を
い
ち
か
ら
つ
く
り
直
し
た
も

の
で
す
。

　
新
し
い
公
会
計
シ
ス
テ
ム
で
は
中
核

市
（
人
口
20
万
〜
50
万
人
）
ま
で
を
対

象
に
現
行
機
能
を
強
化
す
る
ほ
か
、
①

「
電
子
決
裁
」「
電
子
請
求
書
」「
デ
ジ

タ
ル
予
算
書
」な
ど
Ｄ
Ｘ
推
進
、②「
財

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ポ
ー
タ
ル
」「
会
計

監
査
支
援
」
な
ど
正
確
な
財
政
状
況
の

見
え
る
化
│
│
を
支
援
す
る
各
種
機
能

を
搭
載
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
区
町
村
の
「
生
産

性
向
上
」
や
「
働
き
方
改
革
」
の
実
現

に
加
え
て
、「
持
続
可
能
な
地
方
財
政

基
盤
の
構
築
」
を
支
援
し
ま
す
。
今
号

で
は
、
新
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の
主
な
特

長
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〝
人
に
や
さ
し
く
〟
進
化

　
第
一
の
特
長
と
し
て
、
日
々
仕
訳
や

固
定
資
産
台
帳
と
の
完
全
連
携
な
ど
従

来
の
シ
ス
テ
ム
特
性
を
継
承
し
つ
つ
、

直
観
的
で
使
い
や
す
い
ユ
ー
ザ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
実
現
な
ど
機
能
強

化
・
拡
充
を
図
り
ま
す
。

１
．
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
や
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
な
ど

の
各
種
ブ
ラ
ウ
ザ
に
対
応
。
こ
れ
に
よ

り
、
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も
シ
ス
テ
ム

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
．
利
用
す
る
端
末
の
画
面
解
像
度
に

応
じ
て
、
表
示
さ
れ
る
画
面
サ
イ
ズ
を

自
由
に
変
更
で
き
ま
す
。
特
に
、
大
型

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
を
利
用
し
た
場

合
、
一
つ
の
画
面
で
よ
り
多
く
の
情
報

を
参
照
で
き
、
利
用
シ
ー
ン
に
応
じ
て

最
適
な
画
面
サ
イ
ズ
で
業
務
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
複
数
の
処
理
画
面
を
起
動
し

て
業
務
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

３
．
処
理
の
途
中
で
他
の
画
面
に
遷
移

す
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
だ
け
一
つ
の

画
面
上
で
処
理
が
で
き
る
よ
う
画
面
構

成
を
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
例

え
ば
予
算
要
求
や
伝
票
入
力
画
面
な
ど

入
力
項
目
が
多
い
処
理
で
も
網
羅
的
な

入
力
作
業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
力
項
目
の
配
置
や
必
須

マ
ー
ク
の
表
示
な
ど
、
入
力
の
し
や
す

さ
や
処
理
漏
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
機

能
改
善
を
図
り
ま
す
。

４
．
シ
ス
テ
ム
の
入
口
と
し
て
、
新
た

に
「
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ポ
ー
タ
ル
」

を
提
供
し
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
起
動
で
き
る

の
に
加
え
、
ポ
ー
タ
ル
画
面
で
は
首
長

か
ら
原
課
職
員
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

で
、
す
ぐ
に
役
立
つ
情
報
（
財
政
指
標

や
予
算
・
決
算
情
報
の
グ
ラ
フ
な
ど
）

を
表
示
し
ま
す
。
ま
た
、「
お
仕
事
リ

次
世
代
公
会
計
シ
ス
テ
ム

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
も
っ
と
身
近
に

行
財
政
経
営
支
援
へ
シ
ス
テ
ム
刷
新

TKC Support Information

全 i

直感的で使いやすくなった新システム（メニュー画面）
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ス
ト
（
自
分
が
処
理
す
べ
き
案
件
の
一

覧
）」
マ
イ
メ
ニ
ュ
ー
を
表
示
す
る
こ

と
で
、
処
理
忘
れ
を
防
ぎ
業
務
の
効
率

化
を
支
援
し
ま
す
。

内
部
事
務
も
Ｄ
Ｘ
推
進

　
予
算
の
編
成
・
執
行
に
お
い
て
、
中

核
市
が
求
め
る
各
種
機
能
を
強
化
・
拡

充
す
る
と
と
も
に
、「
電
子
決
裁
」
や

「
電
子
請
求
書
連
携
」
な
ど
内
部
事
務

の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

♳ 

予
算
編
成
の
支
援
機
能

１
シ
ー
リ
ン
グ（
予
算
上
限
設
定
）機
能

　
こ
れ
に
よ
り
、
①
当
初
予
算
編
成
で

財
政
主
管
課
が
事
業
ま
た
は
節
・
細
節

な
ど
の
予
算
科
目
に
予
算
上
限
額
を
設

定
し
、
各
課
担
当
者
が
そ
の
範
囲
内
で

予
算
を
要
求
、
②
財
政
主
管
課
が
上
限

額
と
実
際
の
要
求
額
を
確
認
│
│
す
る

こ
と
が
で
き
、
計
画
的
な
予
算
編
成
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

⑵
出
力
で
き
る
予
算
書
様
式
の
拡
充

　

第
一
表
（
歳
入
歳
出
予
算
）、
第
四

表
（
債
務
負
担
行
為
）
に
加
え
、
第
二

表
（
継
続
費
）
と
第
三
表
（
繰
越
明
許

費
）
が
出
力
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、

今
後
、
給
与
費
明
細
書
や
継
続
費
調
書

に
も
対
応
す
る
計
画
で
す
。

　
将
来
的
に
は
、
議
会
や
住
民
に
詳
細

情
報
を
分
か
り
や
す
く
公
開
す
る
「
デ

ジ
タ
ル
予
算
書
」
へ
の
対
応
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

⑶
暫
定
予
算
編
成
へ
の
対
応

　
当
初
予
算
が
暫
定
予
算
と
な
っ
た
場

合
、
入
力
済
み
の
本
予
算
の
内
容
は
そ

の
ま
ま
で
簡
単
か
つ
短
期
間
で
暫
定
予

算
の
入
力
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
本
予

算
が
議
決
さ
れ
た
後
は
容
易
に
本
予
算

へ
の
切
り
替
え
が
で
き
、
暫
定
予
算
の

執
行
内
容
も
そ
の
ま
ま
本
予
算
に
引
き

継
げ
ま
す
。

♴ 

予
算
執
行
の
支
援
機
能

１「
電
子
請
求
書
サ
ー
ビ
ス
」連
携
機
能

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
伴
い
、
支

出
負
担
行
為
兼
支
出
命
令
な
ど
の
伝
票

入
力
時
に
、
該
当
す
る
電
子
請
求
書
を

指
定
す
る
だ
け
で
摘
要
や
金
額
、
債
権

者
等
が
自
動
転
記
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
デ
ー
タ
の
入
力
誤
り
を
防
止
す

る
ほ
か
、
伝
票
起
票
な
ど
に
か
か
る
作

業
時
間
を
短
縮
で
き
ま
す
。

⑵
「
会
計
監
査
」
支
援
機
能

　
財
務
に
関
す
る
リ
ス
ク
評
価
や
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
な
ど
を
支
援
す
る
機
能
を
提

供
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
伝
票
入
力

時
の
チ
ェ
ッ
ク
や
支
払
い
漏
れ
の
防
止
、

執
行
実
績
の
分
析
な
ど
の
機
能
を
搭
載

し
、
適
正
な
予
算
執
行
や
会
計
課
の
検

査
・
監
査
を
支
援
し
ま
す
。

◇　
　
　
◇　
　
　
◇

　
そ
の
他
に
も
、
よ
り
使
い
や
す
く
、

業
務
効
率
の
向
上
を
支
援
す
る
た
め
以

下
の
機
能
強
化
・
拡
充
を
図
り
ま
す
。

①
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
用
に
合
わ
せ
て
伝

票
や
納
付
書
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
柔
軟
・

容
易
に
変
更
で
き
ま
す
。

②
入
力
途
中
の
伝
票
を
保
存
し
、
後
か

ら
保
存
し
た
デ
ー
タ
を
呼
び
出
し
再
入

力
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
善
・

拡
充
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
固
定
資
産
管
理
、
行
政
評

価
、
契
約
管
理
、
起
債
管
理
な
ど
関
連

す
る
シ
ス
テ
ム
も
全
面
刷
新
し
ま
す
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
公
会
計
シ
ス
テ
ム
に
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

（
渡
辺
秀
行
）

TKCサポートインフォメーション

見たい情報がひと目で分かる「財務マネジメントポータル」

財務に関するリスク評価やモニタリングなど「会計監査」も支援



♦本号では、山北町様の日々仕訳の取り組みを
ご紹介しました。取材の中で特に印象的だった
のは、日々仕訳を導入したことで業務が3カ月
短縮できたという言葉です。私の担当は財務会
計システムと連結財務書類システムの当初稼動
に向けたデータ移行です。運用後の感想をうか
がえる機会はほとんどないので、取材を通して
日々の業務がお客さまの業務効率改善につなが
っていることを実感できました。（岡村）
♦本号より編集スタッフとなりました。入社以
来、国民年金システムの開発を担当しています。
入社後すぐに平成の大合併を経験しました。そ
して、システム標準化を控え、このほど厚生労
働省の「地方自治体における国民年金情報シス
テムの標準化に向けた調査研究事業」に協力し、
ベンダー分科会の構成員として第1回会合に参
加しました。標準化対応のシステム開発が楽し
みです。（深谷）
♦本号より編集スタッフとなりました。よろし
くお願いします。今秋に予定される機能強化で、
TASKシステムからアウトソーシングサービス
の処理を指示できるようになります（従来は
FAXなどでお受けしていました）。今回、初め
てアウトソーシングサービスに関わる機能強化
を経験しましたが、初めてだからこそ見えるシ
ステム化の“タネ”もあり、客観的な視点の重要
性を再認識しました。（狩野）
♦東京五輪では女子バスケットが銀メダルを獲
得するなど日本の活躍に釘付けでした。ほかに
もさまざまな最新技術に注目。例えば、360度
配置されたカメラを処理し、まるで選手の視点
かのような映像を届けるなどです。新しいテク
ノロジーと掛け合わせることで新たな体験や価
値を創造できます。行政も同じで、“ゴン攻め”
の発想と大胆な組み合わせが、新たな行政サー
ビスの創造につながる気がします（横山）

　
「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
ク
ラ
ウ
ド
フ
ェ
ア
２
０
２
１

オ
ン
ラ
イ
ン
」（
７
月
26
日
～
８
月
31
日
）

が
、
無
事
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
加
え
、
注
目
の

「
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
」
が
主
要
テ
ー
マ
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
本
フ
ェ
ア
に
初
め
て
参
加

さ
れ
る
方
を
含
め
、
全
国
39
都
道
府
県
か
ら

５
０
０
名
を
超
え
る
自
治
体
職
員
の
皆
さ
ま

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
た
ほ
か
、
外
部
講
師
を

お
招
き
し
て
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
や
公
会
計
の

活
用
に
関
す
る
特
別
講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

８
月
７
日
に
は
船
橋
市
様
、
つ
く
ば
市
様
、

五
霞
町
様
の
担
当
者
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
ラ
イ
ブ
配
信
）
を
開

催
。「
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
大
波
を
と
も
に
乗

り
越
え
よ
う
！
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
と
お

り
、
現
状
や
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
熱

く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

注
目
度
が
高
か
っ
た
窓
口
業
務
改
革

　

来
場
者
の
注
目
を
最
も
集
め
た
の
は
、
や

は
り
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。

　

視
聴
結
果
を
見
る
と
、
大
阪
市
様
の
特
別

講
演
の
ほ
か
、
堺
市
様
と
鶴
ヶ
島
市
様
の
オ

ン
ラ
イ
ン
視
察
に
よ
る
事
例
紹
介
が
数
多
く

視
聴
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
（
ス
マ
ー
ト
申
請

シ
ス
テ
ム
や
か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
）
も

注
目
さ
れ
、
中
に
は
一
つ
の
団
体
で
50
回
以

上
も
デ
モ
を
視
聴
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
全
国
の
自

治
体
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
が
一
段
と

加
速
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
調
査
・
研

究
中
の
シ
ス
テ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
の
成

果
報
告
も
行
い
ま
し
た
。
今
回
、
ご

紹
介
し
た
の
は
「
次
世
代
シ
ス
テ
ム

の
処
理
・
判
定
自
動
化
」
と
「
バ
ー

チ
ャ
ル
窓
口
（
遠
隔
窓
口
）・
セ
ル
フ
窓
口
」

の
二
つ
で
す
。
特
に
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
未

来
像
を
示
し
た
後
者
テ
ー
マ
へ
の
関
心
度
が

高
く
、
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、

「
実
証
事
業
を
や
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
」
と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
こ
と
で
不

慣
れ
な
点
も
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

Ｔ
Ｋ
Ｃ
で
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
の
「
住
民
福
祉
の
増

進
」
と
「
行
政
事
務
の
効
率
化
」
の
実
現
を

ご
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。	（
横
山 

良
）
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